
金
滞
古
蹟
志
巻
十

君
の
目
を
ぬ
〈
徒
者
の
果
を
何
れ
も
見
物
仕
候
へ
と
て
、
震
に
拾
置

る
L
故
往
来
の
上
下
見
物
す
。
傍
但
馬
を
懲
慕
せ
し
女
房
及
び
一
味

の
女
中
四
・
五
入
、
露
地
の
内
に
し
ぼ
り
置
れ
‘
宮
崎
誠
人
奉
り
て
、

竹
の
筒
に
て
限
を
打
出
し
、
其
後
殺
害
被
司
仰
付
吋
但
馬
家
砲
先
有
v
之

者
共
は
、
限
廷
陀
召
幽
さ
れ
た
り
。
是
狐
の
わ
ざ
と
聞
え
付
り
と
一
宮

島
内
。
武
家
閑
談
記
に
は
、
太
田
但
馬
守
を
殺
害
の
事
‘
利
長
が
妾
の

方
へ
太
回
密
通
し
夜
毎
に
忍
び
来
る
を
、
利
長
見
届
て
従
臣
民
申
付

害
す
る
也
。
是
但
馬
守
野
狐
を
狩
っ
て
狐
の
子
を
殺
す
。
共
母
狐
是

を
恨
て
、
彼
妾
の
も
と
へ
利
長
来
臨
の
時
、
但
馬
と
化
け
て
忍
び
け

る
鉢
を
三
度
見
せ
し
む
。
故
に
利
長
怒
て
是
を
殺
害
せ
し
む
と
云
停

ふ
。
併
し
是
は
但
馬
守
を
殺
害
せ
し
む
る
穣
の
口
上
也
。
利
長
稜
の

智
才
に
て
、
か
-
A

る
人
を
我
の
怒
を
以
て
殺
す
べ
き
儀
に
あ
ら
宇
。

貨
は
但
馬
守
武
功
の
者
に
つ
き
、
結
城
中
納
言
秀
康
卿
彼
を
招
か
せ

給
ふ
故
K
.
但
馬
守
も
彼
方
へ
可
v
参
由
左
り
。
利
長
是
を
惜
む
と
い

へ
ど
も
、
是
加
州
を
立
湿
の
志
あ
り
。
彼
を
議
す
問
敷
と
す
れ
ば
岡

野
の
儀
に
及
ぶ
。
指
遁
さ
ぽ
磁
念
の
至
り
。
是
を
答
め
印
刻
殺
害
せ
・

し
む
。
折
節
太
田
が
狩
民
自
で
、
野
狐
を
多
く
殺
せ
し
事
有
し
か
ぽ
.

幸
に
是
に
詑
し
て
、
狐
の
恨
を
以
て
如
ν
斯
と
の
沙
汰
に
及
び
、
深
く

宇
を
股
せ
し
も
の
た
る
べ
し
。
関
屋
政
春
古
兵
談
k
j
利
長
卿
は
御

長
刀
の
輸
を
御
は
づ
し
御
出
被
ν
成
、
主
の
闘
を
閉
ま
し
不
屈
な
る
奴

と
被
v
仰
、
長
刀
の
石
突
に
て
但
馬
を
突
か
せ
給
へ
ば
、
共
の
時
物
は
・

い
は
や
‘
か
ぶ
り
を
ふ
り
た
り
と
。
又
云
ふ
。
共
所
へ
篠
原
出
m
m
守

来
り
、
見
苦
敷
と
て
初
織
を
脆
ぎ
て
死
骸
に
掛
け
た
り
。
一
段
会
と

た
し
く
見
h
た
り
と
い
へ
り
。

。
本
多
安
房
守
邸
地

元
組
安
易
守
政
重
‘
慶
長
十
六
年
吾
が
藩
へ
碍
勤
の
初
め
は
、
小
立

野
石
引
町
波
靖
寺
の
地
に
居
邸
を
賜
ひ
た
る
よ
し
‘
可
観
小
説
に
見

b
た
り
。
然
れ
ば
共
の
後
太
田
但
馬
守
の
奮
第
地
を
賜
は
り
た
り
と

聞
ゆ
。
さ
て
夫
れ
よ
り
隠
代
此
の
地
に
居
舘
せ
し
底
、
明
治
こ
年
十

一
月
沓
落
主
盛
山
中
卿
披
地
を
退
去
し
、
本
多
政
以
の
居
舘
を
借
上

げ
、
此
の
邸
宅
を
僚
に
居
室
と
た
し
給
ふ
に
依
り
.
本
多
政
以
は
下

邸
へ
移
住
し
け
る
慮
‘
同
四
年
八
月
箆
率
卿
東
京
へ
移
住
し
給
ふ
に

依
っ
て
、
共
の
後
家
屋
を
段
ち
、
邸
地
は
そ
の
ま
L
本
多
民
の
所
有

と
注
し
け
る
島
.
明
治
十
九
年
五
月
陸
軍
省
鎖
蜜
普
所
の
御
用
地
と

成
り
た
り
。

O
本
多
安
房
守
政
重
侮

金
揮
官
蹟
志
巻
十

ー昆.J、

言
を
秘
せ
り
と
い
へ
り
。
三
州
志
健
議
飴
考
の
自
註
に
も
、
本
朝
武

林
停
に
、
但
馬
殺
害
に
値
ふ
者
は
‘
曾
て
狐
見
を
殺
す
。
狐
父
怒
り

去
る
。
而
し
て
但
馬
に
化
し
.
公
の
勝
賞
受
陀
姦
遜
の
妖
貌
を
た
す
事

三
度
怠
る
に
よ
り
、
公
怒
て
如
v
此
た
す
と
刊
行
す
。
怪
続
最
も
不
'

足
v
取
と
い
へ
ど
も
、
今
世
此
設
停
播
骨
ms
市
虎
吋
追
考
す
る
に
、
一
書

に
、
但
馬
武
名
世
上
位
穫
だ
高
く
、
此
の
頃
徳
川
内
府
を
始
め
‘
緒

侯
皆
我
が
公
の
寂
に
但
馬
あ
る
を
悌
り
‘
瑞
龍
公
浪
華
に
到
れ
ば
、

先
づ
但
馬
の
安
否
を
質
問
あ
る
ゆ
ゑ
、
公
も
面
倒
に
思
ひ
給
ふ
。
然

る
に
此
の
度
殺
害
の
事
関
東
へ
聞
ゆ
れ
ば
、
内
府
間
悲
し
け
る
が
之

を
聞
き
喜
び
、
三
た
び
踊
闘
し
給
ふ
と
ぞ
。
平
次
按
4
1
る
に
、
彼
の

村
井
長
明
が
象
賢
紀
時
に
、
第
一
は
御
乎
か
け
衆
沿
い
ま
を
は
じ

め
、
中
使
彼
是
五
人
目
を
ぬ
か
せ
ら
れ
云
々
。
と
載
せ
た
る
共
の
主

意
は
判
然
た
ら
ね
ど
、
此
の
紀
文
に
綴
れ
ば
‘
姦
通
ゃ
う
の
事
狐
の

わ
ざ
か
は
知
ら
ね

E
賓
記
怠
る
ぺ
し
。
然
る
を
武
家
閑
談
記
に
、
右

は
殺
害
の
種
の
口
上
と
て
議
論
を
記
載
し
、
三
州
志
に
も
、
怪
設
最

も
不
v
足
い
取
と
い
へ
る
も
の
‘
皆
後
人
の
捻
稔
と
い
ふ
ぺ
し
。
阿
見
雑

d

鍬
に
、
但
馬
を
御
成
政
の
事
五
月
十
四
日
朝
也
。
御
城
鶴
，
丸
に
て

被
昌
仰
付
吋
と
あ
り
。
三
登
記
等
に
、
五
月
四
日
と
す
れ
芝
、
此
は
十
，

一
苅
組
安
易
守
政
震
は
‘
佐
渡
守
正
信
の
二
男
也
。
初
め
徳
川
家
庭
・

秀
忠
商
公
民
奉
仕
し
‘
慶
長
二
年
武
州
江
戸
に
於
て
岡
部
庄
八
と
口

論
せ
し
慮
、
戸
間
帯
刀
政
重
に
心
を
合
は
せ
‘
庄
八
を
誘
引
せ
し
途

中
に
て
.
政
重
庄
八
を
殺
害
す
。
庄
八
は
、
秀
忠
公
の
乳
母
の
子
に

て
、
井
上
河
内
守
'
の
伯
父
た
り
。
子
v
時
政
重
十
八
歳
。
此
の
時
徳
川

家
の
譜
代
倉
橋
長
右
衛
門
の
養
子
と
成
り
‘
倉
橋
長
三
郎
と
解
す
。

共
の
夜
江
戸
を
立
ち
退
き
、
親
兄
弟
も
行
方
を
不
ν
知
。
帯
刀
も
同
ゃ

う
立
ち
退
き
、
浅
野
紀
伊
守
に
奉
公
し
、
名
を
意
春
と
競
す
。
是
戸

間
采
女
の
伯
父
也
。
政
重
半
年
許
伊
勢
固
山
田
に
居
た
る
鹿
に
、
大

谷
刑
部
少
輔
の
招
き
に
依
っ
て
出
京
す
。
慶
長
四
年
備
前
中
納
言
秀

家
の
招
き
に
感
心
、
二
高
石
を
賜
は
り
‘

E
木
左
兵
衛
と
稀
す
。
予
v

時
二
十
歳
也
。
翌
五
年
字
喜
多
秀
家
卿
、
石
岡
治
部
少
輸
に
奥
し
‘
伏

見
披
を
取
傘
か
れ
け
り
。
此
の
時
遣
手
の
門
に
て
鑓
を
A
n
は
せ
高
名

す
。
字
喜
多
殿
よ
り
自
筆
の
感
放
を
賜
は
り
た
り
。
関
ク
原
合
戦
に

字
喜
多
殿
の
人
数
を
明
石
掃
部
と
爾
人
し
て
下
知
す
ぺ
き
皆
命
ぜ
ら

れ
、
井
伊
掃
部
の
勢
と
馬
上
に
て
鑓
を
合
は
せ
て
高
名
し
、
宇
菩
多

殿
存
命
に
て
遁
れ
給
ふ
よ
し
承
り
届
け
、
関
ケ
原
を
退
去
す
。
共
の

後
麓
州
よ
り
上
京
の
よ
し
、
政
軍
潜
に
聞
v
之
、
念
遮
上
京
し
、
若
し

七




